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Abstract

　　　The　purposes　of　this　study 　were 　to　clarjfy 　the　effect 　of　leg　extension 　power　on 　rロnning

long　 jump　 on 　 school 　 children ，　 and しo　 examine 　 the　 effectivenesses 　 of 　jump　 from　 shorter

approach 　run ，

　　　The 　experiment 　was 　composed 　o「filming　take −off　movement 　and 　 measuring 　leg　exten ・

sion 　 power ．　 In　 the　 fi雇ming ，　two　 kinds　of　jump　 were 　done；longer　approach 　 run 　 defined　 as

Triat　I （over 　20　meters ）and 　shorter 　approach 　run 　defined　as　T　riai 皿 （within 　l5meters）．

Subjects　were 　thirty−four　 males 　 and 　thirty−two 　females　 in　the　fifth　 grade　of　elementary

schooL 　Then，　they　were 　divided　into　three　groups　judging　from　relative 　leg　extension 　power
（leg　 extension 　power／body　 weight ）；Excellent　 group ，　 Medium 　 group 　 and 　Poor　 group ．

Obtajned　 variables 　 from　 film　 analysis 　 such 　 as 　displacement，　 time，　 velocity 　and 　 angle 　 were

compared 　 among 　three　groups ．　In　the　same 　 way ，　those　 variables 　 were 　compared 　 between

both　trials．

Results　were 　as 　follows：

　　　　1）In　the　male
’
s　TriaU ，　Excellent　group 　recorded 　longer　jumping　distance　than　the

　　　　　other 　two 　groups　as　a　result 　of　higher　approach 　running 　velocity ．　Moreover，　Excel・

　　　　　lent　 group　 seemed 　 to　 perform　 more 　 rational 　 take −off　 movement 　 than　 Poor　 group

　　　　　judging　from　shorter 　contact 　time．

　　　　2） In　male
’
s　Trial【1，Excellent　group　moved 　into　take −off　with 　higher　approach 　run ・

　　　　　ning 　velocity ，　and 　showed 　higher　initial　 velocity 　 at　take −off ．　Consequently　Excellent

　　　　　group　recorded 　longer　jumping　distance．
　　　　3）星nboth 　trials　of 　females，　there　 were 　no 　 variabtes 　to　be　 recognized 　as　 significant

　　　　　differences　among 　groups ．　Therefore，　running 　Iong　jump　of　the　fifth　grade 　of　females

　　　　　seemed 　not 　to　be　affected 　by　leg　extension 　power 　remarkably ．

　　　　4） In　the　Triat皿，males 　recorded 　shorter 　jumping　distance　as　a　result 　of　iower　ini・

　　　　　tial　velocity ，　and 　showed 　no 　rational 　take −off　movements ．　Therefore，　there　were 　few

　　　　　merits 　by　uti］izing　shorter 　apProach 　run ．

　　　　5） h　was 　 concluded 　that　jumping　 from　shorter 　 approach 　run 　was 　effective 　for

　　　　　female
’
s　 Poor　 group 　 because　 of　 leading　 better　 landing　to　 sandpit 　 without 　 reducing
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キ
ー・ワ

ー
ド ：走幅跳び ， 踏切 ， 小学 5年生 ， 脚伸展 パ

　 　 　 　 　 　 ワ ー

目 的

　走幅跳びは ， 助走で獲得 した速度 の 一部 を踏切

で 垂直初速度に変換 し，身体 を投射 させ，そ の 距

離を競 う競技 で ある．そ こ で ， 高 い performance

を得るためには助走の 速度 を高め るこ と と，踏切

で助走速度の 減速を最小限 に お さえなが ら垂直初

速度 を獲得 し， 適切 な跳躍角度で跳 び出す こ とが

主た る条件となる．こ の うち踏切は技術的 にも難

しい 局 面で あ り，
こ れ まで に も kinematicな面

1・3・5・6・16・18・19・21・22・24・28・29）
，kinetiCな 面

2・3・10・14・

22 ’25 ’Z8 ’29 ）
か ら研究が進 め られ ， 合理 的な技術 に

つ い て の 検討がな されて きた． また ，踏切 で の 負

荷は瞬間的に体重の 7倍近 く
5）
（競技者の 場合）に

及ぶ こ とか ら脚筋力が要求される と考えられる．

　こ の ような種 目特性 を持 つ ため ， 筋力水準が低

く技術的に も未熟な小学生 に とっ て は，適切 な跳

躍角度で跳ぶ こ とは困難で ， 走 り抜け型の 走幅跳

び の レ ベ ル に あ る と言 わ れ て い る
28｝

． しか し，

小学生 を対象と した脚筋力と距離獲得条件である

踏切初速度や跳躍角度，踏切動作な どとの 関係に

つ い て の 研 究は ほ とん どな されて い な い ため
6｝

，

脚筋力が 走幅 跳 び に 及ぼ す影響 は明 らかで は な

い ．その ため学習場面 におい て適切 な踏切の 指導

が行 われて い な い の が現状 と言える．

　そ こ で，本研究で は走 幅跳 びが陸上運 動 として

取 り扱 われる小学 5 年生 を対象 と し，脚筋力の 指

標として脚伸展パ ワ
ーを測定 し t そ の パ ワ ー

水準

の 違 い か ら生 じる跳躍距離獲得条件や踏切動作 に

お ける差異 を明 らかにす るこ とに よ り，脚伸展パ

ワ
ー

が 走幅跳び に及ぼす影響を検討 した．また，

助走速度が低 く踏切動作の 制御が 容易なた め
5）
，

競技者の 練習手段と して頻繁に用い られて い る短

助走跳躍が 、小学生に とっ て どの よ うな意味 を持

つ かに つ い て も検討 した，

方 法

　実験は
， 走幅跳 びの 助 走か ら着地 までの 一連の

動作の ビデ オ撮影 と，脚伸展パ ワ ーの 測定 とから

構成 した．

1．実　 　 験

1）被検者 ：小学校 5 学年の 2 ク ラ ス （男子 ：34

名 ， 女子 ：31名）を対象と した．被検者の 身長は
，

男子 1．464±O．064m
， 女子 1．467±O．064　m ， 体

重は
， 男子40．0土7．8kg．女 子37．0± 6 ．2kg で

あ っ た．

2） ビデ オ搬影

　 こ れ まで の 最適助 走距 離 を検討 した 報告
1’26’27）

を参考に して ，適切な助走距離 を 20−

25m と判断 し，
20m 以上の 助 走か らの 跳躍 を

全助 走 跳躍 と定義 （図表中で は Trial　I とす

る， 省略形 TI），
15m 以 内の 助 走距離か らの

跳躍 を短助 走跳躍 と定 義 （図表中で は Trial　ll
とす る ， 省略形 T 皿）し， 被検 者に 任意 に距離

を決定 させ ，それぞれ 1本ずつ 行わせ た．指定

した 1m の 幅の 踏切 りゾ ー
ン で 踏み 切 れ な

か っ た者に つ い て は撮影 ・画像分析が不可能 と

判断 して ，もう 1本の跳躍 を課 した．跳躍距離

は
， 踏切足先端から砂場に残 っ た着地跡の 最 も

踏切 に近 い 地点 まで を測定 した．

　 こ れ らの 試技 を Video　Camera （Sony　CCD −V

90．60　fps）で撮影 を行 っ た．踏切 ゾ ーン の 中心

か ら左側方 （助走方向に対 して）30m よ り踏切

動作 をカ メ ラ を固定 して撮影 した．踏切地点に

は ビデ オ画像 の縮 小率を知 る ス ケ
ー

ル と して

1m 間隔で マ
ー

ク を設置 した。なお ，画像に は

1／100の タ イ ム を写 しこん だ．実験設 定は，

Fig．1 を参照 の こ と．

3）脚伸展パ ワ ー測定
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F嬉　1．　Schematic　illustration　for　piacement　of

　equipments 　for正iLming．

　測定に は レ ッ グ パ ワ
ー（竹井機器工 業社 製）を

用 い ，座位姿勢で の 等速度脚伸展 （膝関節伸展

＋ 股関節伸展）運動中の発揮パ ワ
ー（ペ ダル の 移

動 速度 は，毎秒 0，8m ）を 1 人に つ き 3 回測定

し， その 最高値 を採用 した．測定値 は
，

ペ ダル

に か か る荷重 とペ ダ ル の 移動速度か ら算出 した

脚伸展運動 中の 平均 パ ワ ーで ある．

2．ビデオ分析

　踏切で 足が接地 した時点か ら足が完全に離地す

る時点 まで を踏切局面 とした，分析は，踏切局面

に相当す る フ レ ーム と，その 前後 5 フ レーム につ

い て 行 っ た． 撮影 し た 画 像 は
，

Video　 Player

（National　GT 　4　W 　NV −FS　70）か ら Persona且Co皿 一

puter（Sharp　CZ 　888　C）に送 り， 各フ レ ーム ご とに

身体23点の 位置 を示す座標 に 変換 した．そ の後，

37

デ ィ ジ タ ル フ ィ ル タ
ー
法

23）
に よ り cutoff 周波 数

8Hz で平 滑化 した．こ れ ら の デ
ー

タか ら，   一

  まで の 変数を算出 した．

　  踏切足離地瞬間の 重心 移動速度 （以後，踏

　切 初速度 とす る），跳躍角度 ， 重心高の 身長比．

　　身体重心 は，Chandler，　et　al．
4）

の 定め た係

　数 に よ り算出 した．

  踏切足が接 地 した瞬間の 重心移動速度 似

　後 ， 踏込速度 とする）．

  踏切 中の 重心移動速度の 低下 ：踏込時重心

　移動速度か ら踏切初速度を減 じた もの ．

  推定跳躍距離 ：跳躍 を重心の 放物運動 と考

　え，踏切足離地瞬間の 重心移動速度 ， 跳躍角

　度， 重心高か ら重心 の投射 水平距離 を算出 し

　た．それに踏切足離地時の つ ま先か ら重心 ま

　で の 水平距離 を加えた もの を推定跳躍距離 と

　 した．そ して，推定跳躍距離か ら実際の 跳躍

　距離を減 じた値を算出 し，こ れ を着地の 巧拙

　 を判断する基準 とした．

  踏切時間 ；踏切で 足が接 地 して い る時 間を

　 フ レ ーム数か ら算出 した．

  踏込時と離地時 の 上体角度 ：両大転子 を結

　ぶ 線分の 中点 を通 り， 上方に伸びる鉛直線 と，

　 その 中点 と胸骨上縁 を結ぶ線分がなす角度．

　鉛直線よ り後方を正の 角度 ， 前方を負の 角度

　 と した．

  踏込時と離地時の 脚角度 ：重心 か ら下 した

　鉛直線 と ， 重心 とつ ま先 を結ん だ線分が なす

　角度．鉛直線よ り後方を正 の 角度，前方 を負

　の 角度 と した．

Fig　2．　 Method　of　measuring 　teg　extension 　Powe「・

3．統 計 処 理

　脚伸展パ ワ ー値を体重で 除した相対的脚伸展パ

ワ ー値 を算出 し，男女別に 平均＋ 0．5標準偏差以

上 を Excellent群 ， 平均
一

〇．5標 準偏 差 以 下 を

Poor 群 ， そ の 問 を Mediu 皿 群 と定義 した．全 ・

短助走跳躍ご とに 3 群間の 分散分析 を行い ，有意

な差が認め られた項 目に つ きラ イア ン の 多重比較
11）

に よ り平均値の 差の 検定 を行 っ た，また ， 跳

躍距離お よび ビデ オ分析に より得られた項 目の 間

の 相関関係 を検討 した． さらに全助 走跳躍 と短助

N 工工
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走跳躍 間の 平均値の 差の 検定 を対応の ある t 検定

に よ り行 っ た．なお有意水準は 5 ％ とした．

結 果 と 考 察

　Table　1 は，被検者全体，各群ご との 身長 ， 体

重，脚伸展パ ワ
ー
，相対的脚伸展パ ワ ー（体重比），

助走距離の 平均と標準偏羌 を示 して い る．男子の

全助走跳躍 の 助走距離は，23．44± 1．52m ，短助

走跳躍 の 助走距離は 14．71± 0．40m ， 女子 は全助

走跳躍で 20．63土 1．55m
， 短助走跳躍で 14．73±

O．35m で あ っ た．群 別に 見る と ，男子の 全助 走跳

躍 で は Excellent群 23．88± 0．92　m ，　 Mediu 皿 群

23．36± 0．80m ，
　 Poor群 22．55±2．10　m と，有意

で は な い が ，筋力の 強 い 順 に長 い 助走距離 を示 し

た ．一
方，女子 の 全助走跳躍 で は 全群が 20m 台

の 距離 で あ り，ほぼ 同 じで あ っ た．これ まで の報

告か ら小学 5年生の 至適助走距離 は
， 油野 ・西尾

1，

に よ る と 20− 25m ，品田 ・岡野
27）

に よ る と 20m

と指摘 されて お り，男女 とも全体平均 は ，至適距

離の 範囲内で あ っ た と言 える．短助走跳躍で は，

男女 ・群別 に関係 な く，
15m に近 い 値で あ っ た．

　Table　2，3 は，分析項 目の 被検 者全体 の 平均値

と標準偏差 ， 群別の 平均値 と標準偏差，そ して群

間差の 分散分析の 結果 を示 して い る．分散分析に

よ り有意水準に達 した もの に関 して は ラ イア ン 法

によ り多重比較を行 っ た．また
， 全助走跳躍 と短

助 走跳躍 との 平均値の 差と，その 有意 水準 も全

体 ・群別に示 して い る．

　Tabte　4 は
， 全助 走跳 躍，短助走跳躍 に お ける

跳躍距離お よ び ビ デ オ分析に関する項 目間の 相関

関係 を男女別に示 した もの であ る．

1．脚伸展 パ ワ
ーが走幅跳びに 及ぼす影響

　男子の 全助走跳躍 にお い て は，Exceilent群の

跳躍距離は 3．351m で あ り，　 Medium 群の 2．961

m と Poor群の 2。899　m に比 べ ，有意 に 高い もの

で あ っ た．こ れは
， 跳躍距離 を規定する主要 因で

あ る踏切初速度
6’29）

に お い て Excenent群が 他 の

2 群 よ りも有意 に高い 値 を示 したた め だ と考 えら

れ る．男子全助走跳躍に おい て ， 踏込速度 と踏切

初速 度 とは 有意な正 の 相 関関係 （r ＝ 0．902p 〈

O．OO｝）に あるこ とから，高い 踏切初速度は速 い 助

Table　 L　Comparisons 　of 　body　height，　body　weight ，　leg　extension 　power 　and 　distance　of　approach 　 run 　among 　three

　 9「oups ．

Var匹abfies
　 　 AII　　　　 Exee］lent　　　 Medium

　 　 subiects 　　　　　group　　　　　　group

Mn ；34 　 n ‘12 　 n ＝11

Fn 二32 　臓 ‘10 　 n ＝10

Poor　　　　　Variance

group　　　　　　analysis

n ＝11n

； 12

Multlplecompa

「lson

Body　height

　 　 　 （m ）

Body　weight

　 　 　 ｛kg〕

Leg　extension

　 　 power 〔W ）

Re1at丘ve ［eg

extenSlon 凹wer ｛W ！kg｝

M　　l，464±0，〔嗣 　1．488±O，055　1．428土0，D63　1．472±O，061
Fl ．467±0．〔旧 L469 士O．〔崩 1．487±0．0621．450±O．060

M40 ．O±7．840 ，2±7，235 ．4±7．344 ．3±6．2
F37 ．O±6．2 　34．2±5．1 　41．2±6．2 　36．0±5．2

M297 ．4±80．3369 ．8±66、9265 ．5士56．7250 ．4±54．O

F　205．8±64．7　267．8±41．5　222，8±42．5　　139，8土20．4
M7 ，54±1，619 ．13±O．857 ．50±0．445 ．84土1．19

F5 ．62±0．707 ．88±1．745 ．40±0．493 ．93±O．57
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TaNe　2．　 Comparisons　of　jumping　distance　and 　variabtes 　obtained 　from　film　analysis ．− Maler一
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Tsble　4．　Correlation　matrix 　of　jumping　distance　and 　variabtes 　obtained 　from　film　analysis ．
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42 尾縣ほ か

走速度に よ り導か れた もの と考え られる．

　植屋 ・中村
28 ｝

は 、 小学校 5 年生男子 （n ＝ 20）で

は タ ッ チ ダウ ン 速度 （本研究で は 踏込速度が 相当

す る）と跳躍距離の 間に r ＝0．822（p ＜ 0．001）の 高

い 相関関係があ っ たこ とを報告して い る．また，

深代 ・宮下
6｝

は，中学 生男子の 場合 ， 脚筋力は助

走速度の 分散の 52％ を説明 し，助走速度は脚筋力

に よ っ て，ほぼ決定されるこ とを明 らかに して い

る．本研究 にお い て も踏込速度 と跳躍距離 との 間

に は r ＝0．880（p〈 0．001）の 高 い 相 関関係が 認め

られ た．そ して
，

Excellent群は他 の 2群に 比較

して も踏込速度 も有意に 高い こ とか ら，男子の 場

合 ， 跳躍距離に強 い 影響 を及ぽす助走速度 は既 に

小学 5年生 にお い て脚伸展 パ ワ
ーに 大 きく影響さ

れ る と推測で きる．

　Poor 群 は，有意で は な い が ， 他の 2 つ の 群 よ

りも低 い 跳躍 角度 を示 した．大 きな跳躍角度で 跳

ぶ た め に は，助走速度の 水平成分 を踏切 中に垂直

成分 に よ り多く変換する こ とが 条件 となるが，踏

切で は 瞬間的 に体重の 7倍近 くの 負荷がかかるた

め
5）
，こ れ に は強 い 脚筋力が要求 され る もの と考

えられ る．こ の こ とか ら Poor 群が低 い 跳躍角度

を示 した 原因の
一

つ と して 脚伸展 パ ワ
ーの 弱 さが

あ っ た もの と推測で きる．

　また，植 屋 ・中村
z8）

は，小 学 5 年生 男子 に お

い て は接地時間の 短い 者の 方が跳躍距離が優 れて

い る と 報 告 し て い る． 同 様 に Klissouras　 a 皿d

Karpovichi2［，　 B　osco 　et 　al．
3）．平 田 ら

1°）
も接地 時

間 と跳躍距離との 逆相関関係 を報告 して い る．本

研究の 男子全助走跳躍 にお い て も接地時間は
， 跳

躍距離 と r ＝ − O．536（p＜0．01）の 有意な相関関係

に あ る他 に ，踏切 中 の 速 度低下 （r ＝ 0．361，p ＜

0．05），踏切時の 上体 角度 （r ＝− 0，504，pく 0．Ol）

など との 間 に も有意な関係が認め られ た．こ れ ら

の 関係か ら短 い 接地時間は
， 助走で獲得 した速度

の 踏切中の 低下 を小 さ く抑 え る うえ，上 体 を起 こ

した 合理的な踏切姿勢に つ なが る と考えられ る．

Excellent群は，　 Poor 群 よ りも接地時間が有意に

短 い こ とか ら，脚伸展 パ ワ ーの 強 い こ とが短 い 接

地時間 を 叮能に した と推測で きる．

　Excellent群 は ，　 Poor 群 に比 べ 踏込時の 上体 角

度が 有意に大 きく，離地時で も上体角度が有意に

大 きくな っ て い た．踏切で 上 体 を起 こ すと，垂直

初速度 を獲得 しやす く， 高い 跳躍角度に 結び付 く

だけで な く，空中で の 前方 へ の 回転 を抑 え，着地

で の 上体の 前傾が 小 さ くなるた め脚 を前方に 放 り

出 しやす くなる
9）
．実際に Kunzl3）は，上体 角度

と跳躍距離との 間の 高い 相関関係を明 らかに して

い る．本研究で は踏切時の 上体角度と
， 推定跳躍

距離か ら実際の 跳躍距離を減 じた値との 間に は有

意な関係 （r ； O．340
， p〈 0．05）が認 め られて お り，

踏切で 上体 を反らす こ とが 有利 な着地 に つ なが っ

た もの と言える．こ れら の こ とか ら強 い 脚伸展 パ

ワ
ー

が 高い 助走速度 に つ なが っ た うえ，踏切 で の

合理 的 な上 体の 動作に結び付 い た もの と推測で き

る．

　
一
方，男子短助走跳躍 に つ い て 見て み る と，全

助 走跳躍 とよ く似た傾 向 を示 して い る こ とが明 ら

か で ある．短助走跳躍 で も Excellent群が ，
　 Poor

群 よ りも有意に高い助 走速度で 踏切に移行 し，高

い 踏切初速度，高い 跳躍角度で 跳 び出 し，優れ た

跳躍距離 を示 して い る．

　次 に，女子 に つ い て 見て み る と，全助走跳躍で

は脚伸展パ ワ ーの 強 い 順に跳躍距離は大 きか っ た

が，その 差は有意で は なか っ た ．また，踏切初速

度，跳躍角度 な どの 分析項 目 に も有意な差 を示す

もの が な く．小学 5 年生女子の場合，脚伸展 パ ワ
ー

の 水準に よ っ て大 きな影響 は受 けて い な い と考え

られ る ．14− 17才の 女子で は，跳躍距離は助走速

度 よ りも技術に強 く影響 され，しか も助走速度 と

脚筋力とは有意な関係が認め られ なか っ た とい う

報告
6｝

がある．こ の 報告 と本研究の 結果か ら，小

学 ・中学 ・高校の 授業で 行 われ る女子 の 走幅跳 び

の レ ベ ル で は ．脚の 筋力発揮に は大 きな影響 を受

けな い も の と言 える．一方，短助走跳躍 で も全 助

走跳躍 と同様に 群問で 有意 な差が認め られた項 目

は なか っ た．

　 2．全助走跳躍と短助走跳躍 との比較

　全助走跳躍 と短助走跳躍 を比 べ て み る と，男子

全体 で は短助走跳躍 の 方が O．114m 跳躍距離 が

小 さ く， 1 ％水準で 有意で あ っ た． こ れ は，短助
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走 跳躍 の 踏切 初速度が 有意 に低か っ た こ と に 原因

が ある と考え られ る．と こ ろが，跳躍角度に関 し

て は走幅跳 び の 競技者 を対 象 とした報告
s’25）

で 明

らか に され て い る よ うな，助走 を短 くすれ ば助 走

速度が低下 して跳躍 角度が 大 きくなる とい う傾 向

は本研究で は認め られなか っ た，また，短助走跳

躍 にお ける踏込時の上 体角度が有意に小 さい こ と

か ら， 深 い 上体 の 前傾 の ま ま踏切 に移行 した もの

と考えられ る．また ， 短助走跳躍の 接地時間は有

意 に 長 くな っ て い た ．村 木 ら
17）

は，加速疾走 時

で は，全 力疾走時に比 べ
，

上 体の 前傾 が深 く， 接

地時間が長 い と指摘 して お り，こ の 指摘か ら判断

して も短助走跳躍で は加速疾走段階で 踏切に移行

したもの と考え られる 。

　短助走跳躍の 役割は
， 低 い 助走速度で大きな跳

躍 角度の 跳躍 を習得 し，そ して 大 きな助走速度に

な っ て も至 適跳躍角度で 踏み 切れる よ うに する こ

とで ある
51
．本研究で は短助走跳躍 の 場合，踏切

初速度が低下 したが ，跳躍 角度 は ほ とん ど変化 な

く，跳躍距離 は小 さい もの で あ っ た．こ れ ら の 結

果か ら 5 年崖の 男子に おい て は
， 短助走跳躍 は，

先述の役割 を果たす こ とがで きない と考える こ と

が で きる．しか し ， 短助走跳躍で は踏込速度が低

い ため踏切 に お ける動作の 制御は容易で あ り
5）
，

また踏込時の 脚 角度が小 さ く踏込時の 脚角度が大

きくなる と い う動作の 変化が認め られ て い る こ と

か ら，踏切動作習得の 練習手段 と して の 有効性の

有無を，さ らに検討する必要が ある．

　
一
方 ， 女子全体 として は男子 の よ うに両跳躍間

の 跳躍距離に は 有意 な差は認め られ なか っ た が，

それは踏切初速度に差が なか っ たため だ と考えら

れ る． しか し，群別に 見る と Excellent群で は 短

助走跳躍の 方が跳躍距離が 小 さ い 傾向に ある の に

もかか わ らず ，Poor 群 で は 有意 に 大 きい とい う

興味深 い 結果 も得られ て い る． Poor群 で は 踏切

初速度が ほ ぼ 同 じ， 跳躍角度，重心高が小 さな値

を示 して お り， 踏切 に お ける距離獲得条件に は短

助走跳躍の 跳躍距離向上 の 原因を見つ ける ことは

で きな い 。そこ で ，跳躍距離が伸び た原 因 と して

考えられ る こ とは
， 短助走跳躍 の 方が 推定距離か

ら実測距離 を減 じた数値が 小 さ い こ と，言い 換え

る と着地で の ロ ス が小 さい こ とが あげ られ る．

Poor 群 は，短助 走 跳 躍で は全助走跳躍 に比 べ
，

着地 ロ ス が 0．128m 小 さ くな っ て お り，こ の 差

は 有 意水 準 に は 達 して い な い が， Excellent群

O．037m，　 Medium 群 の 0．087　m に比 べ て 大 き い

もの で あっ た ．着地の 巧拙を知 る基準 となる ，
こ

の 数値 に関 して 走幅跳び の 競技者で O．OSml5 ）
，

三段跳 び の ジ ャ ン プで は，0．26− 0 ．65m7 ｝
と い う

報告が あ り，数値に かな りの 幅が認め られる こ と

か ら， 着地技術 は跳躍距離 に大 きな差 を生み 出す

要因 で あ る こ とが わか る． こ れ ら の こ とか ら

Poor群 は
， 全助走跳躍で は 着地で の 距離の ロ ス

が大 きか っ た の が ，短助走跳躍で は着地技術が巧

み なため
，

ロ ス を小 さ く抑える こ とが で き，そ の

結果， 跳躍距離は伸び た もの と推測で きる，

　本研究の 結果か ら Poor 群の短助走跳躍で の 着

地の ロ ス が小 さか っ た原 因に つ い て 明確に は で き

な い が
， その 原因を知 る 一つ の 手掛か りを，次 の

よ うに推測 す る こ とがで きる．

　 Poor 群 は，短助走跳躍の 方が踏切で の 上 体角

度が 1．9　deg．大 きくな っ て お り，こ れが空 中で

の 前方へ の 回転を小 さ くし， 着地で の 脚の 前方の

振 り出 しに結 びつ い た もの と考 えられ る．こ の
一

連の 動作 がで きれ ば ，0．2− O．3m は確 実に 跳躍

距離 の ロ ス は防げる と言 われ て い る
81

こ とか ら
，

短助走跳躍で の 着地 ロ ス を小 さ く した要因 の 一
つ

と して，踏切 で 上体が起 きたこ とがあげ られる．

しか し， 脚伸展 パ ワ ー水準 の 低 い Poor 群が ，短

助走跳躍の 踏切で 大 きな上 体角度を示 した原 因に

つ い て は明 らかで は な く，今後検討す る必要が あ

る 。

　 こ れ らの こ とか ら脚伸展 パ ワ
ー水準の 低い 女子

に 短 い 助 走 （約 15m ）か ら跳 ぱせ る こ とは，跳 躍

距離獲得の 第 1 条件で ある踏切 初速度を低下 させ

る こ と もな く，有利 な着地 を行 うこ とが で きるた

め有効で あ る と言 える ．

要 約

　小学 5年生 の 男子 34名，女 子32名 を対 象 と し，

走幅跳 び の 踏切局面 の 動作分析 と脚伸展 パ ワ ーの

測定 を行 い ，脚伸展パ ワ
ー

を体 重で 除 した相対的
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44 尾縣ほ か

脚伸 展 パ ワ ー値 に よ り被 検 者 を Excellent群，

Medium 群，　 Poor 群 に分 け ， 動 作分析 に よ り得

られた 変数を群問で比較する こ とに よ り， 脚伸展

パ ワ
ー

が走幅跳 びに及 ぼす影響 を検討 した．同時

に 短 い 助走 か ら の 跳躍 （助 走距離 15m 以 内 ：短

助 走跳躍 と定義）が小学生 に と っ て
，

どの よ うな

意味 を持 つ か に つ い て全助走跳躍 （20m 以 上 ）と

比較する こ とに よ り検討した．

1）男 子 の 全 助 走 跳 躍 で は ， Excellent群 は ，

　Medium ・Poor 群 に 比べ
， 大 きな跳躍距離を示

　 した が ，
こ れは助走速度が高か っ たためだと考

　えられる．また ， 跳躍距離 と負の 相関関係が認

　め られ た接地時間は，Excellent群が Poor 群 よ

　 りも短 い こ とか ら，脚伸展 パ ワ ーの 強 い こ とが

　短 い 接地時間 を可能に した と考え られ る．

2）男子 の 短助走跳躍で も Excellent群 は ，
　 Poor

　群 よ りも高い 助走速度 で 踏切 に 移行 し， 高い 踏

　切初速度で跳び 出 し，優 れた跳躍距離 を示 した．

3）女子で は全 ・短助 走跳躍 ともに 群間で 有意な

　差の 認め られ た項目はない ことか ら，小学 5 年

　生女子の 走幅跳 び で は脚伸展 パ ワ
ー

によ っ て大

　きな影響は受けて い な い もの と考 えられる，

4）男子の 短助走跳躍で は踏切初速度が低 く，跳

　躍角度に もほ とん ど差がなか っ たため跳躍距離

　は低下 した．

5）脚伸展 パ ワ
ー

水準 の 低 い 女 子 （Poor群）に短

　助走か ら跳ばせ る こ とは，跳躍距離獲得の 第 1

　条件で あ る踏 切初速度 を低 下 させ る こ と もな

　く，有利 な着地 を行 うこ とが で きるため 有効で

　ある と言 える．
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